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三
年
目
の
秋
に
な
っ
て
、
陸
海
混
成
で
約
百
人
が
マ
ガ

ダ
ン
市
か
ら
数
キ
ロ
離
れ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
ベ

ッ
シ
ョ
ラ
ヤ
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
海
の
結
氷

期
を
狙
っ
て
、
小
湾
内
に
防
波
堤
と
岸
壁
を
造
る
仕
事
で

あ
る
。
工
事
の
概
略
は
海
岸
近
く
の
岩
山
を
爆
砕
し
て
海

に
投
入
す
る
仕
事
だ
が
機
械
力
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ず
、
職

人
ら
し
い
者
は
、
丸
太
を
組
合
せ
石
を
投
入
し
て
沈
下
さ

せ
て
壁
を
造
成
す
る
仕
事
を
担
当
す
る
人
達
の
み
で
、
他

は
ダ
ン
ブ
カ
ー
の
運
転
手
と
日
本
兵
の
み
で
推
進
し
て
ゆ

く
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
の
監
督
は
セ
リ
ゲ
イ
と
言
い
、

こ
の
現
場
に
来
る
ま
で
に
既
に
四
、
五
回
、
同
現
場
で
作

業
に
従
事
し
、
互
い
に
顔
な
じ
み
の
仲
で
、
大
き
な
岩
石

を
適
当
な
大
き
さ
に
破
砕
す
る
ハ
ッ
パ
は
、
作
業
員
を
安

全
な
場
所
に
退
避
さ
せ
、
監
督
と
二
人
で
区
域
を
決
め
、

導
火
線
を
装
備
し
逃
避
の
余
裕
を
見
て
約
二
十
箇
所
ば
か

り
着
火
す
る
危
険
な
仕
事
を
十
数
回
は
こ
な
し
た
記
憶
が

あ
る
。 

 

苦
難
の
思
い
出
は
尽
き
な
い
が
、
こ
の
現
場
も
流
氷
で

一
応
休
止
と
な
り
、
ま
た
マ
ガ
ダ
ン
の
収
容
所
へ
帰
り
、

働
き
易
い
白
夜
の
夏
を
過
ご
し
九
月
末
、
ダ
モ
イ
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
、
ソ
連
船
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
南
下
、

宗
谷
海
峡
を
、
左
に
北
海
道
を
見
な
が
ら
、
日
本
海
を
ナ

ホ
ト
カ
へ
…
…
。 

 

日
本
よ
り
の
迎
え
の
船
を
待
っ
て
十
月
三
日
に
、
六
年

前
応
召
し
た
舞
鶴
に
上
陸
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

思
え
ば
四
年
間
、
苦
難
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
で
あ
っ

た
が
、
不
思
議
と
命
を
長
ら
え
、
今
月
八
十
七
歳
の
誕
生

日
を
健
康
で
迎
え
る
こ
と
が
出
来
、
感
無
量
。
そ
れ
に
し

て
も
戦
場
と
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
よ
っ
て
、
多
く
の
若
き

同
輩
が
命
を
絶
っ
た
こ
と
は
実
に
断
腸
の
思
い
で
、
ご
冥

福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

本 

籍 

地 
 

滋
賀
県
犬
上
郡
由
良
町
金
屋 

現 

住 

所 
 

同 

生
年
月
日 

 

大
正
八
年
七
月
二
十
五
日 

学 
 

歴 
 

高
小
卒 

軍 
 

歴 
 

昭
和
十
四
年
四
月 

徴
兵
検
査 

第
一
補 
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昭
和
十
八
年
十
二
月 

召
集
令
状
に
よ
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舞
鶴
海
浜
団
に
入
団 

館
山
海
軍
砲
術
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校
へ 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
九
年
一
月 

横
須
賀
海
兵
団
を
経 

 
 
 
 

 
 

て
大
湊
海
浜
団
へ 

 
 
 
 

 
 

同 

二
月 
千
島
列
島
北
端
占
守
島
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸 

第
五
一
警
備
隊
所
属 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日 

ソ
連
参
戦 

 
 
 
 

 
 

同 

八
月
二
十
日 

停
戦 

 
 
 
 

 
 

同 

八
月
二
十
五
日 

ソ
連
軍
に
よ
る
武 

 
 
 
 

 
 

装
解
除 

 
 
 
 

 
 

同 

十
月 

東
シ
ベ
リ
ア
マ
ガ
ダ
ン
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
四
年
十
月
三
日 

舞
鶴
港
に
上 

 
 
 
 

 
 

陸
帰
還 

（
滋
賀
県 

 

林 
 

憲
一
） 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
は
、
私
の
生
き
る
原
点 

愛
媛
県 

 

嵜 

岡 

秀 

夫 
 

 

  
 

一 

現
在
の
私 

 

私
は
、
本
年
五
月
、
満
七
十
八
歳
に
な
り
ま
し
た
。 

 

結
婚
し
て
五
十
一
年
、
二
男
一
女
と
六
人
の
孫
に
恵
ま

れ
、
夫
婦
揃
っ
て
元
気
で
幸
せ
な
毎
日
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。 

 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
還
し
、
い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
経

験
し
た
後
、
生
き
る
た
め
に
創
業
し
た
金
融
業
で
五
十
三

年
。
そ
れ
を
天
職
と
し
て
会
社
を
設
立
し
て
か
ら
四
十
七

年
、
会
社
は
、
グ
ル
ー
プ
を
合
わ
せ
る
と
社
員
数
約
千
四

百
人
、
株
式
を
東
証
な
ら
び
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証
券
取
引

所
に
上
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

 

我
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
の
目
標
は
、
近
い
将

来
「
我
が
国
中
小
企
業
金
融
分
野
で
、
業
界
ナ
ン
バ
ー
一

の
業
績
と
社
会
的
信
用
を
構
築
し
て
、
本
物
の
ノ
ン
バ
ン

ク
に
な
る
こ
と
」
で
す
。
我
が
社
は
、
更
に
一
昨
年
七
月
、
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中
国
上
海
に
進
出
、
日
新
祖
賃
有
限
公
司
を
設
立
し
、
リ

ー
ス
業
等
を
開
業
し
ま
し
た
。 

 

本
年
六
月
、
取
締
役
会
で
私
は
取
締
役
相
談
役
に
就
任

し
ま
し
た
。
目
下
、
創
業
者
相
談
役
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
勉
強
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
個
人
的
に
は
、
人
の
た
め

世
の
た
め
何
を
な
す
べ
き
か
模
索
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

二 

終
戦
、
そ
し
て
ソ
連
の
捕
虜
と
し
て
抑
留 

 

昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
、
日
本
は
、
ア
メ
リ

カ
を
始
め
と
す
る
連
合
軍
に
全
面
降
伏
し
、
終
戦
と
な
り

ま
し
た
。 

 

満
州
国
で
従
軍
し
て
い
た
私
た
ち
は
、
日
ソ
中
立
条
約

を
破
っ
て
侵
入
し
て
来
た
ソ
連
兵
に
捕
え
ら
れ
、
シ
ベ
リ

ア
奥
地
へ
連
行
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
当
初
は
、
そ
の
ま

ま
日
本
へ
帰
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

今
年
の
八
月
中
旬
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら
届
い
た
「
ソ

連
抑
留
帰
還
者
個
人
資
料
」
の
写
し
（
三
月
に
請
求
し
て

い
た
も
の
）
を
見
た
時
、
「
捕
虜 

嵜
岡
秀
夫
兵
長
」
の
文

字
に
、
腹
の
底
か
ら
怒
り
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。 

 

戦
後
の
、
私
達
関
東
軍
将
兵
に
対
す
る
ソ
連
の
行
為
、

仕
打
ち
は
、
法
的
に
も
人
道
的
そ
し
て
歴
史
的
に
も
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
、
青
春
時
代
に
経
験
し
た
シ

ベ
リ
ア
抑
留
生
活
に
耐
え
た
こ
と
が
、
生
き
る
原
点
と
な

り
、
私
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

以
下
、「
平
和
の
礎
」
と
し
て
、
私
の
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留

記
」
を
ま
と
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

三 

シ
ャ
ブ
ー
ル
の
未
完
成
収
容
所
へ 

 

一
九
四
五
年
九
月
十
九
日
、
旧
満
州
国
の
橋
頭
の
飛
行

場
で
、
武
装
解
除
と
な
り
ま
し
た
。 

 

関
東
軍
第
五
飛
行
隊
の
私
達
数
百
人
は
、
牛
馬
以
下
の

扱
い
と
不
安
の
中
、
五
十
日
に
及
ぶ
貨
車
生
活
を
経
て
、

十
一
月
十
日
シ
ベ
リ
ア
の
シ
ャ
ブ
ー
ル
の
未
完
成
収
容
所

に
連
行
収
容
さ
れ
た
の
で
す
。
理
不
尽
に
も
、
哀
れ
私
達

は
、
人
の
住
め
な
い
酷
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
慢
性
飢
餓
と
冬

は
シ
ラ
ミ
、
夏
は
ア
ブ
や
ブ
ヨ
の
大
群
に
苦
し
み
な
が
ら

重
労
働
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
十
五
年
前
の
六
月
初
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
の
際
、
機

上
よ
り
眼
下
に
広
大
で
実
に
美
し
い
雪
の
シ
ベ
リ
ア
を
眺
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め
た
私
は
、
地
獄
の
よ
う
な
抑
留
生
活
が
思
い
出
さ
れ
、

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

四 

シ
ャ
ブ
ー
ル
で
の
強
制
労
働 

 

シ
ャ
ブ
ー
ル
は
、
チ
タ
の
西
方
四
百
キ
ロ
、
外
蒙
古
の

近
く
で
、
エ
ゾ
松
、
カ
ラ
松
の
広
大
な
森
林
地
帯
で
す
。

一
年
の
大
半
が
冬
で
、
十
月
に
は
雪
が
降
り
始
め
ま
す
が
、

冬
中
、
積
雪
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
六
月
に
は
一
斉
に
花

が
咲
き
、
七
月
は
夏
、
八
月
は
秋
と
春
夏
秋
が
一
度
に
や

っ
て
く
る
感
じ
で
す
。
零
下
五
〇
度
の
寒
さ
に
な
る
こ
と

も
度
々
で
、
満
州
か
ら
送
ら
れ
た
十
頭
の
馬
は
、
一
冬
で

死
に
ま
し
た
。
寒
さ
に
強
い
小
柄
の
蒙
古
馬
は
、
ツ
ラ
ラ

の
固
ま
り
に
な
っ
て
も
そ
り
を
引
い
て
く
れ
ま
し
た
。
一

度
降
っ
た
雪
は
、
冬
の
間
、
解
け
る
こ
と
な
く
、
凍
土
は

岩
よ
り
固
く
な
り
、
墓
の
穴
掘
り
は
大
仕
事
で
す
。
主
食

は
、
牛
馬
用
の
穀
物
の
雑
炊
で
、
絶
対
量
が
不
足
、
時
に

は
中
身
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
飢
え
て

く
る
と
心
ま
で
外
道
飢
餓
と
な
り
、
人
間
の
誇
り
や
情
け

も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
衛
生
面
で
も
、
未
完
成

の
収
容
所
に
は
風
呂
や
洗
濯
場
が
な
く
、
一
冬
、
入
浴
出

来
な
い
と
衣
服
も
体
も
シ
ラ
ミ
の
巣
と
な
り
、
シ
ラ
ミ
の

大
群
に
食
い
殺
さ
れ
る
思
い
の
越
冬
と
な
り
ま
し
た
。
作

業
は
伐
採
、
搬
出
、
製
材
、
線
路
工
事
等
で
、
私
は
三
人

一
組
の
伐
採
が
主
の
班
、
体
重
四
十
キ
ロ
の
私
に
も
一
人

前
の
ソ
連
兵
の
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
す
。
い
よ
い

よ
自
分
も
お
陀
仏
か
と
覚
悟
し
た
私
が
、
地
獄
の
中
か
ら

生
還
出
来
た
唯
一
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
「
生
き
て
帰
っ
て

米
の
飯
を
腹
が
裂
け
る
ほ
ど
食
い
た
い
の
一
心
」
へ
の
執

着
で
す
。 

 
 

五 

二
年
の
抑
留
で
帰
還
で
き
た
幸
運 

 

一
九
四
七
年
八
月
十
日
、
ナ
ホ
ト
カ
、
舞
鶴
を
経
て
二

年
弱
で
帰
還
出
来
た
私
は
、
数
多
い
抑
留
者
の
中
で
も
極

め
て
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
自
由
の
な

い
、
一
切
の
情
報
か
ら
遮
断
さ
れ
た
、
非
人
間
的
生
活
か

ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
喜
び
に
は
、
到
底
、

筆
舌
に
尽
く
し
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

痩
せ
こ
け
た
私
に
、
最
敬
礼
を
し
て
く
れ
た
親
父
の
姿

は
、
今
な
お
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

敗
戦
直
後
、
日
本
人
の
食
生
活
は
極
め
て
劣
悪
で
し
た
。
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な
り
ま
し
た
。 
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シ
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め
た
私
は
、
地
獄
の
よ
う
な
抑
留
生
活
が
思
い
出
さ
れ
、

涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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労
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。
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心
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二
年
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抑
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で
帰
還
で
き
た
幸
運 
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す
。
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は
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敗
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直
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、
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本
人
の
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生
活
は
極
め
て
劣
悪
で
し
た
。
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そ
の
中
で
両
親
の
私
に
対
す
る
扱
い
は
破
格
で
し
た
が
、

何
事
も
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
す
。
過
食
と
栄
養
過
多
の
私

は
、
三
カ
月
で
体
重
九
十
キ
ロ
に
腫
れ
上
が
っ
て
、
半
病

人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

六 

青
春
の
悩
み 

 

体
力
が
回
復
す
る
に
つ
れ
て
困
っ
た
事
は
、
女
性
が
無

性
に
恋
し
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か
し
非
力
で
将
来
に

見
込
み
の
な
い
若
僧
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
娘
は
い
な
い
。

私
も
ま
た
女
性
に
声
を
掛
け
る
勇
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
困
っ
た
事
に
、
今
ま
で
全
く
考
え
た
こ
と
の
な
い

自
分
の
将
来
が
、
急
に
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
即
ち
学
歴
、

学
問
が
な
い
。
知
恵
、
才
覚
も
な
い
。
技
術
も
、
金
も
な

い
。
我
な
が
ら
見
込
み
の
な
い
私
に
人
並
み
の
結
婚
や
生

活
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、
不
安
と
悩

み
は
つ
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
果
て
は
、
神
や
仏
は

な
い
も
の
か
と
思
う
自
分
を
私
は
つ
く
づ
く
嫌
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 

七 

前
向
き
の
人
生
（
プ
ラ
ス
思
考
） 

 

悶
々
と
し
て
い
た
あ
る
日
、
ふ
と
思
い
つ
い
た
の
は
、

「
駄
目
で
、
見
込
み
の
な
い
私
に
も
一
つ
や
二
つ
の
取
柄

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
は
、
考
え
方
を
プ
ラ
ス
思
考
に
変
え
れ
ば
、

自
分
の
人
生
は
変
え
ら
れ
る
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

二
十
一
歳
の
若
さ
、
シ
ベ
リ
ア
を
生
き
抜
い
た
「
運
」

と
「
ね
ば
り
」
、
特
攻
隊
精
神
も
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
く
と
、
希
望
と
勇
気
が
沸
い
て
き
ま
し
た
。
多
少
な
り

と
も
、
将
来
が
期
待
出
来
る
と
な
れ
ば
、
我
が
身
が
可
愛

く
な
り
ま
す
。
考
え
が
前
向
き
に
な
る
と
、
先
が
開
け
て

見
え
ま
す
。 

 

即
ち
金
が
な
け
れ
ば
、
人
一
倍
努
力
し
て
作
れ
ば
よ
い
。

恋
人
が
い
な
け
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い
女
性
が
恋
人
に
な
っ

て
く
れ
る
よ
う
自
分
を
磨
け
ば
よ
い
。
す
べ
て
の
答
え
は
、

そ
の
人
自
身
の
志
に
あ
り
、
そ
う
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
だ
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。 

 

幸
い
抑
留
生
活
に
よ
っ
て
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ど
ん
な
人
も
国
も
、
好
き
嫌

い
で
見
た
り
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
人
生
に
は
、
お
金
の
通
用
し
な
い
時
と
場
所
が
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あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
私
は
、
こ
の
世
に
は
「
人
に
優
る
宝
は
な
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
の
生
き
る
哲
学
は
、「
人
が
好
き
、
仕
事
が
好
き
、
お

金
儲
け
も
好
き
」
で
す
。
会
社
の
経
営
理
念
は
「
人
間
尊

重
の
精
神
と
正
直
営
業
・
誠
実
経
営
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

私
と
Ｎ
Ｉ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
今
日
が
あ
る
理
由
に
、
日
本

の
敗
戦
と
「
シ
ベ
リ
ア
大
学
」
の
体
験
に
過
ぎ
る
も
の
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

シ
ベ
リ
ア
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
ら
れ
た
数
万
の
同
胞

に
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
微
力
な
が
ら
世
界
の
平
和
と
日

本
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
誓
い
、
心
か
ら
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

合
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平
成
十
八
年
十
月 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
株 



 

396 

 
 
 
 

 
 

式
会
社
へ
商
号
変
更
（
株
式
会
社
ニ
ッ
シ 

 
 
 
 

 
 

ン
よ
り
社
名
変
更
） 

関
係
団
体 

 

愛
媛
県
貸
金
業
協
会
理
事 

最
終
学
歴 

 

愛
媛
県
立
大
洲
中
学
校 

卒 

業 

年 
 

昭
和
十
九
年
中
退 

軍 
 

歴 
 

昭
和
十
九
年
四
月 

大
刀
洗
陸
軍
飛
行
学 

 
 
 
 

 
 

校
第
一
期
特
別
幹
部
候
補
生
と
し
て
入
校 

 
 
 
 

 
 

昭
和
十
九
年
十
一
月 

錦
州
一
六
六
七
五 

 
 
 
 

 
 

飛
行
団
第
五
練
習
隊
入
隊 

 
 
 
 

 
 

昭
和
二
十
二
年
八
月 
シ
ベ
リ
ア
よ
り
復 

 
 
 
 

 
 

員 

家
族
構
成 

 

公
恵
（
妻
） 

道
正
（
長
男
） 
邦
彦
（
次 

 
 
 
 

 
 

男
） 

み
ど
り
（
長
女
） 

趣 
 

味 
 

読
書
、
旅
行
、
能 

（
愛
媛
県 

 

山
本 

繁
夫
） 

ソ
連
抑
留
中 

 

哀
し
み
と
憤
り
の
追
憶
雑
感 

愛
媛
県 

 

東 
 
 

義 

之 
 

 

  

国
際
法
上
の
根
拠
も
無
視
し
、
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
八
月
九
日
早
朝
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
原

爆
投
下
に
よ
り
、
日
本
の
無
条
件
降
伏
の
バ
ス
に
乗
り
遅

れ
ま
い
と
対
日
宣
戦
を
布
告
し
、
満
州
全
域
に
侵
攻
し
、

こ
れ
に
よ
り
関
東
軍
、
開
拓
団
、
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
、

在
満
邦
人
の
悲
劇
の
始
ま
り
で
あ
る
。
火
事
場
泥
棒
的
な

参
戦
に
よ
り
、
全
満
よ
り
食
糧
（
食
料
品
）、
衣
料
品
は
云

う
に
及
ば
ず
、
重
工
業
施
設
品
、
他
を
連
日
連
夜
ト
ラ
ッ

ク
に
て
自
国
に
戦
利
品
と
称
し
持
ち
去
り
、
同
時
に
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
経
由
、
東
京
ダ
モ
イ
と
偽
り
、
マ
ン
ド
リ
ン

な
る
武
器
の
ソ
連
兵
の
警
備
の
も
と
、
連
日
、
気
の
遠
く

な
る
様
な
道
程
を
連
行
さ
れ
、
ソ
連
の
旧
囚
人
施
設
跡
に

収
容
さ
れ
る
。 

 

齢
八
十
有
余
年
に
し
て
、
今
、
六
十
年
余
の
過
去
を
思
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う
ま
ま
に
断
片
的
に
定
か
で
な
い
記
憶
を
た
ど
り
つ
つ
記

し
て
み
る
。 

 

一
週
間
に
一
度
の
入
浴
（
桶
に
一
杯
の
湯
を
浴
び
る
だ

け
）。
そ
の
間
に
着
用
し
て
い
た
下
着
は
シ
ラ
ミ
退
治
の
た

め
滅
菌
消
毒
す
る
。
濡
れ
タ
オ
ル
が
部
屋
に
帰
る
数
分
間

に
寒
さ
で
棒
切
れ
の
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

夜
は
、
今
、
食
事
が
済
ん
だ
ば
か
り
の
空
腹
を
か
か
え

て
各
々
が
故
郷
の
食
べ
物
の
紹
介
の
話
に
花
が
咲
く
（
大

福
餅
、
ぼ
た
餅
、
す
し
等
と
）。
早
く
帰
っ
て
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
た
い
と
語
り
合
い
、
は
か
な
い
現
実
を
嘆
き
つ
つ
眠

り
に
つ
く
。 

 

入
ソ
当
時
流
行
の
熱
発
と
下
痢
で
、
夕
べ
語
り
し
友
は

目
覚
め
る
と
冷
た
く
な
っ
て
お
り
、
冬
の
死
者
は
寒
さ
で

棒
切
れ
の
様
に
な
り
、
今
ま
で
着
用
し
て
い
た
衣
類
は
官

物
と
言
う
事
で
下
着
ま
で
剥
ぎ
取
り
、
全
裸
に
し
た
の
ち
、

雪
の
山
中
に
ソ
リ
で
運
び
、
一
部
を
除
雪
し
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ご
と
く
カ
チ
カ
チ
の
硬
土
を
ツ
ル
ハ
シ
に
て
数
時

間
か
け
て
も
掘
れ
ず
、
浅
い
穴
に
死
体
を
横
た
え
、
そ
の

上
に
採
集
し
て
き
た
乾
草
を
掛
け
、
掘
り
上
げ
た
土
と
雪

を
か
け
る
。
や
が
て
は
自
分
等
も
こ
の
よ
う
な
様
に
な
る

か
も
と
思
い
な
が
ら
、
亡
き
友
と
別
れ
を
告
げ
た
悲
し
み

を
昨
日
の
ご
と
く
思
い
出
し
胸
が
つ
ま
る
（
冬
期
以
外
は

体
験
し
な
か
っ
た
）。 

 

書
物
に
よ
る
と
ソ
連
、
北
朝
鮮
は
他
と
語
る
時
、
必
ず

同
志
○
○
と
呼
び
、
我
々
日
本
人
も
在
ソ
中
は
必
ず
そ
う

呼
び
合
っ
て
い
た
。
今
思
う
と
、
最
も
嫌
忌
す
る
共
産
用

語
で
あ
る
・ 

 

今
は
見
て
も
気
味
悪
く
怖
い
ヘ
ビ
で
あ
る
が
、
二
、
三

度
、
山
中
作
業
中
、
食
し
た
こ
と
が
あ
る
。
捕
え
て
首
を

棒
で
頭
を
は
さ
み
皮
を
剥
ぐ
と
、
棒
に
く
る
く
る
と
捲
き

付
く
、
そ
れ
を
火
で
あ
ぶ
る
と
ジ
ユ
ジ
ュ
と
油
を
出
し
コ

ン
ガ
リ
と
焼
く
と
、
う
な
ぎ
の
蒲
焼
の
ご
と
く
実
に
美
味

で
あ
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で
仲
良
く
平
等
に
寸
を
計
っ
て
食

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
お
い
し
い
ヘ
ビ
も
シ
ベ
リ
ア
の

地
で
は
め
っ
た
に
姿
を
見
せ
ず
、
ま
た
ト
イ
レ
に
人
糞
を

求
め
て
く
る
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
て
食
し
よ
う
と
思
い
し
も
、

実
に
足
が
早
く
て
一
匹
も
捕
獲
で
き
ず
。 

 

山
中
に
は
毒
々
し
い
ま
で
に
赤
や
黄
色
の
丸
い
傘
の
キ




